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■調査目的

①ご家族さまが、ペットの健康維持、予防医療についてどのように考えているか、実際にどのような健診を受けさせているか、ペットの

健康管理の意識と実態を把握する。

②Team HOPEや「ペットの健康診断の日」「猫の健康診断の日」認知状況を把握する。

■調査対象者条件と対象者数

• 犬、猫のご家族さまで、主にペットの面倒を見たり、健康管理をしている人（全国、20歳以上） 412名（回収ベース）

• 複数飼っている場合は、最年長のペットのご家族とみなす。

•犬のご家族さま 206名 （最年長の犬の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

•猫のご家族さま 206名 （最年長の猫の年齢7歳未満103ｓ、7歳以上103ｓ）

■調査方法：ｗｅｂ調査

■調査期間：2021年12月1日（水）～12月3日（金）
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１．ペットの実態

•犬は「1頭」飼いが9割前後と多い。犬7歳以上オーナーでは「1頭」の割合が、昨年に比べて10％以上増えている。犬の性別は「雄」のほうが多い。

去勢・避妊率は約3分の2。種類で多いのは、「トイプードル、チワワ、柴犬」など。

•猫も「1頭」飼いが多いが、犬に比べてその割合が少なく、7歳未満オーナーで7割強、7歳以上オーナーで約6割。7歳未満では「1頭」が昨年より

20％近く増加。猫の性別はやや雄が多い。去勢率は9割弱、避妊率は7歳以上の約9割に比べて7歳未満では7割弱と少ない。種類では「雑

種」が最も多く、「ミックス」が続く。外国産で多いのは「アメリカンショートヘアー、スコティッシュフォールド」等。

•犬ではなく猫を飼う理由としては、「もともと猫が好き・かわいいので」が最も多い。

２．ペットの健康診断について

•定期的に健康診断を受診させている割合は4割強。定期的受診はしていないが、健診経験ありは4割弱。

•定期的受診率は、猫より犬のほうが高いが、受診経験ありを加えると、犬と猫で大差はない。

•時系列で定期的受診率をみると、2018年以降は若干の増減を繰り返しながら4割前後で推移している。

•初めて健康診断を受診したペット年齢は、7歳未満では犬猫とも0～1歳が多く、犬は約7割、猫では8割強。

•現在ペット年齢7歳以上をみると、10歳以上で初めて健診を受けさせるオーナーも犬猫ともに1割程度みられる。

•定期健診の頻度は、年1回程度が約6割。年2回以上受診率は、昨年まで4年間増加していたが、今年は減少に転じた。

•定期健診受診のきっかけは、「動物病院ですすめられて」が最も多く約4割。

• オーナー属性に関係なくトップは「動物病院のすすめ」だが、2番目はオーナー属性で差がみられる。犬7歳未満と猫7歳以上では「ペットを病気で

亡くした経験」、犬7歳以上では「ペットが歳をとったので」、猫7歳未満では「健康診断をすすめる記事や情報を見たり読んだりして」となっている。

•受診率が高い健診内容は、「問診、触診、視診」で8割前後。次いで、「聴診」「血液検査」が6割。
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•健診で病気・異常が見つかった割合は約3分の1。見つかった病気や異常で多いのは泌尿器で3分の1。

•犬猫ともに7歳以上で病気・異常が見つかった割合が多く45％前後。

• 1回当たりの健診費用に関しては、実際の支払額は「1万円未満」が7割。健診8項目で妥当と思う費用は「1万円未満」が75％。

•実際の支払い額「1万円未満」の割合は、昨年増加したが、今年は減少し、一昨年とほぼ同率。

•健診8項目の妥当金額は、定期的に健診を受けさせているオーナーでも1万円未満が約7割。未受診オーナーでは85％と、より安価を希望。

•健康診断非受診の理由トップは、「今はペットが健康に過ごしているから」が5割強。1番の理由でも最多で4割強。

•次いで多いのは、「健診は費用が高いので」約3割。1番の理由でも2番目に多く、2割となっている。

• ペットの健康診断については、 「お金がかかっても定期的に受けさせたい」5割弱、次いで、「手ごろな価格なら受けさせたい」約4割。

• 「お金がかかっても受けさせたい」は、過去3年減少していたが、今年は増加。一方、「手ごろな価格なら受けさせたい」は昨年まで増加していたが、

今年は減少し、順位が逆転した。

•犬7歳未満オーナーで「お金がかかっても受けさせたい」が5割強と多い。

3．ペットの健康寿命を延ばすことについて

• ペットの健康寿命を延ばすことは「非常に大切」約6割、「（非常に+やや）大切」85％。

•猫オーナーは、7歳未満と7歳以上で「非常に大切」の割合に差がみられ、7歳未満約6割に対し、7歳以上はやや少なく約5割。

•健康寿命を延ばすために「（非常に+やや）心がけている」割合が高いのは、「食事管理」約9割、「かかりつけ動物病院を作る」と「普段の体

調を把握し、異常を早く見つける」がともに8割強。

•心がけているトップ3項目は、この4年間変わらない。

• 「非常に心がけている」だけでみると、「かかりつけの動物病院を作る」と「予防接種を受ける」の2項目が5割強と多い。

• 「予防接種を受ける」に関しては、猫より犬オーナーで「非常に心がけている」割合が高く6割を超える。
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4．ペットの病気・健康について

•ペットの健康や病気について分からないことや不安なことがあるオーナーは約8割。不明・不安上位2項目は、「長期治療が必要になった場合

の経済的負担」と「万が一のことがあった場合のペットロス」で約3割ずつ。

•時系列でみると、今年は、ペットの健康や病気で分からないことや不安なことがある割合が2017年以来最も多くなっている。ただし、不明・不安

内容上位2項目は、この4年間同じで割合もほぼ変わらない。3番目にあがった「病気の兆候の見つけ方が分からない」は、年々減少していたが、

今年は増加に転じた。

• 犬や猫の健康に関する文章を3種類呈示したところ、「よく知っていた」の割合は、「身体の不調や具合が悪くても隠す習性がある～」5割強、

「病気が進行するスピードが、人に比べて数倍早く～」4割強、「人の4倍以上のスピードで歳をとります～」4割弱。

• これらの文章を読んで気持ちが変化したオーナーが約7割みられ、具体的には、「健康診断を忘れずに必ず受けさせようと思った」「動物病院の先

生に健診について詳しく聞いてみたいと思った」がいずれの文章に関しても3～4割いる。

5．動物病院について

•かかりつけ動物病院あり9割強。

•動物病院選定時の重視項目トップ4は、「自宅から近いこと」 「診察時の説明がわかりやすいこと」 「獣医師やスタッフの人柄の良さ」 「気にな

ることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」で、いずれも重視割合約6割、最重視割合2割。

•重視4項目は、時系列やオーナー属性でみても変わらず、近いという利便性や獣医師やスタッフの親切さやわかりやすい説明が重視されている。

•動物病院受診時についでに相談したい内容で多いのは、「病気や感染症の予防」と「栄養・食事」で、ともに4割強。次いで「歯の健康」3割強。

•犬オーナーでは「栄養・食事」、猫オーナーでは「病気や感染症の予防」への関心のほうが高い。

•時系列でみると、トップ3項目はこの5年間同じだが、各割合は昨年に比べて増加し、過去5年間で最も高くなっている。
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６．「ペットの健康診断の日」について

•認知率は11％。昨年より微増。

•認知情報源は、「TV番組」と「SNS」が4割前後。

７．「猫の健康診断の日」について

•認知率は全体で25％。猫オーナーでは3-4割が認知。

•認知情報源は、「TV番組」と「WEBやニュースの記事」が3割前後。

８．「Team HOPE」について

•ロゴマークおよび団体認知率は今年増加し、どちらも2割。

•いずれに関しても、犬7歳未満オーナーでの認知率が相対的に高い。

9．ペットに関する情報源

• ペットに関する情報源として最も多いのは「動物病院」で6割超、次いで「ペットを飼って

いる友人・知人」が約4割。

•犬7歳以上オーナーでは「動物病院」が7割を超え、貴重な情報源となっている。
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ペット年齢は最年長の
ペット。以下同様

■性別 ■年齢

■居住地域
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全 体（n=412）
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１．ペットの実態 （1）飼っている頭数
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■飼っている頭数

ｎ= 頭数 2016 2017 2018 2019 2020 2021年

犬
オ
ー
ナ
ー

７歳未満 103

１頭 95.1 92.2 90.3 86.4 91.3 93.2 

２頭 4.9 6.8 7.8 11.7 4.9 4.9 

３頭以上 0.0 1.0 1.9 2.0 3.9 2.0 

猫もいる 10.7 8.7 7.8 9.7 6.8 6.8 

７歳以上 103

１頭 80.6 79.6 78.6 77.7 73.8 86.4 

２頭 17.5 13.6 14.6 15.5 20.4 12.6 

３頭以上 1.9 6.8 6.8 6.8 5.8 1.0 

猫もいる 8.7 8.7 7.8 6.8 3.9 7.8 

猫
オ
ー
ナ
ー

７歳未満 103

１頭 65.0 71.8 75.7 76.7 56.3 73.8

２頭 26.2 19.4 20.4 16.5 33.0 15.5

３頭以上 8.7 8.7 3.9 6.8 10.7 10.7

犬もいる 16.5 11.7 14.6 13.6 12.6 15.5

７歳以上 103

１頭 49.5 53.4 56.3 59.2 53.4 59.2

２頭 30.1 24.3 22.3 25.2 25.2 21.4

３頭以上 20.4 22.3 21.4 15.5 21.4 19.4

犬もいる 8.7 12.6 5.8 6.8 10.7 14.6

•飼っている頭数をみると、犬猫ともに「1頭」が大半。特に犬は猫に比べて「1頭」の割合が高い。
•猫オーナーは、2頭以上飼っている割合が犬オーナーより多く、猫に加えて犬を飼っている人も約15％いる。
•時系列でみると、「1頭」の割合は総じて昨年より増加している。犬7歳以上オーナーでは、「1頭」の割合が昨年までは減少していたが、今年は増加
に転じた。
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１．ペットの実態
（2）最年長（調査対象）ペットの去勢・避妊有無
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•最年長ペットの性別をみると、犬猫ともに7歳未満は雄のほうが多く、7歳以上は雄雌ほぼ半々。
•去勢率は、犬では、7歳未満60％より7歳以上のほうが69％と高く、猫では年齢関係なく86％で犬より高い。
•避妊率は犬は年齢関係なく約65％だが、猫は7歳未満67％に対し7歳以上88％と高い。

■最年長ペットの性別/去勢・避妊の有無（Q1/Q2）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

犬
オーナー

猫
オーナー

■ 去勢している ■ 去勢していない ■ 避妊している ■ 避妊していない

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）
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Q1 あなたが一緒に暮らしている犬について性別と去勢・避妊の有無をそれぞれお答えください。
Q2 あなたが一緒に暮らしている猫について性別と去勢・避妊の有無をそれぞれお答えください。
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１．ペットの実態
（3）最年長（調査対象）の犬の種類
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•最年長ペットの犬種は下表の通り。
• トイプードルが最も多く36人（犬オーナー全体の17％）、次いで、チワワが23人。

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

トイプードル 36 22 14

チワワ 23 12 11

柴犬 19 13 6

雑種 19 8 11

ミックス 17 13 4

ミニチュアダックスフンド 16 2 14

ポメラニアン 11 8 3

ヨークシャーテリア 7 4 3

シーズー 6 2 4

マルチーズ 5 2 3

ラブラドールレトリバー 4 4

パピヨン 4 2 2

ラブラドールレトリバー 4 4

コーギー 3 3

ミニチュアシュナウザー 3 3

＜７歳未満：各1人＞ ＜7歳以上：各1人＞

犬の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

プードル 2 2

カニンヘンダックスフント 2 1 1

ダックスフンド 2 2

ゴールデンレトリバー 2 2

ミニチュアピンシャ 2 2

ジャックラッセルテリア 2 2

フレンチブルドッグ 2 2

（人）

• A，コッカー

• イングリッシュセッター

• ウエルシュコーギーペングロープ

• キャバリア

• シェルティー

• スキッパーキー

• スピッツ

• ペキニーズ

• マルプー

• ワイマラナー

• フラットこーてっと

• ペキニーズ

• ボルゾイ

• ヨーキー

• 豆柴



１．ペットの実態
（4）最年長（調査対象）の猫の種類
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• 猫は「雑種」が最も多く、「ミックス」「わからない」を含めると、123人と全体の6割を占める。
• 外国系ではアメリカンショートヘア15人、スコティッシュフォールド12人が相対的に多い。
• 日本系では日本猫6人、三毛猫5人のほか、「雑種」もほぼ日本系と考えられ、全体では日本系の猫を飼っている人が多いとみられる。

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

アメリカンショートヘア 15 6 9

スコティッシュフォールド 12 8 4

マンチカン 6 4 2

日本猫 6 1 5

三毛猫 5 5

キジトラ 4 2 2

ノルウェージャンフォレストキャット 4 2 2

シャム 3 2 1

メインクーン 3 1 2

ラグドール 3 1 2

ロシアンブルー 3 1 2

ペルシャ 2 1 1

トラ猫 2 1 1

ブリティッシュショートヘア 2 2

アビシニアン 2 2

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

ｎ= 206 103 103

ミックス 21 10 11

雑種 96 54 42

わからない 6 3 3

（人）

猫の種類 合計 7歳未満 7歳以上

こまり 1 1

サイベリアン 1 1

ミヌエット 1 1

ラガマフィン 1 1

トンキニーズ 1 1

プリ 1 1

かりん 1 1

ソマリ 1 1

ソラ 1 1

チンチラペルシャ 1 1

ボンベイ 1 1



•犬ではなく猫を飼う理由としては、「もともと猫が好き・かわいいので」が66％で最も多い。１番の理由としても55％でトップ。次いで、「人間に媚びず
気ままな猫の性格や行動が好きなので」39％、「猫は犬の様に散歩させる必要がないので」37％、「猫はお世話の手間が、犬に比べてかからないの
で」34％が30％台で続く。

• オーナー別でみても、最も多いのは「もともと好き・かわいい」だが、MAの2番目は7歳未満では「犬よりお世話の手間がかからない」、7歳以上では
「人間に媚びず気ままな猫の性格や行動が好きなので」となっている。

１．ペットの実態 （５）犬ではなく猫を飼う理由

14

もともと猫が好き・かわいいので

人間に媚びず気ままな猫の性格や
行動が好きなので

猫は犬の様に散歩させる
必要がないので

猫はお世話の手間が、
犬に比べてかからないので

家の中の狭いスペースで飼えるので

猫を飼うための費用が、
犬に比べてかからないので

猫は犬に比べて病気に
かかりにくいので

その他

66 

39 

37 

34 

22 

7 

3 

13 

55 

16 

9 

6 

5 

1 

0 

9 

0% 20% 40% 60% 80%

■犬ではなく猫を飼う理由（Q30・MA/Q31・SA） Q30 犬ではなく、猫を飼っている理由をお聞かせください。（いくつでも）
Q31 犬ではなく、猫を飼っている一番の理由をお聞かせください。（ひとつだけ）

全体（n=175）

62 

33 

39 

41 

18 

9 

3 

11 

52 

18 

8 

9 

2 

1 

0 

9 

0% 20% 40% 60% 80%

69 

44 

35 

26 

26 

6 

2 

14 

58 

14 

10 

2 

7 

0 

0 

9 

0% 20% 40% 60% 80%

７歳未満（n=87） ７歳以上（n=88）

猫オーナー
■ 理由MA ■ 一番の理由SA

その他 〇SA ・MA
（ ）内は人数、なしは1名
〇たまたま/縁/運命（4）

〇野良猫を保護した

〇犬ばかり飼っていた

〇もらった

〇家族の希望

・拾った/保護した（2）

その他 〇SA ・MA
（ ）内は人数、なしは1名
〇拾った（3）

〇頼まれた（2）

〇やむを得ず（2）

〇特になし

・迷いこんできた（2）

・学ぶことが多い

・犬を飼っていた



• ペットに定期的に健康診断を受けさせているオーナーは44％。定期的ではないが受診経験ありは37％。
• オーナー別に定期的受診割合をみると、犬7歳未満のオーナーが最も高く5割を超える。次いで、犬7歳以上のオーナーが46％と高く、猫オーナーに
比べて犬オーナーのほうが定期的受診率が高くなっている。

•猫オーナーは、定期的受診率は犬オーナーより下回るものの、定期的ではないが受診経験ありの割合は犬オーナーより高い。

全 体
（n=412）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

44 

54 

46 

39 

37 

37 

27 

34 

46 

40 

19 

18 

20 

16 

23 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ①オーナー属性別

15

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある ■ 受けさせたことはない

犬
オーナー

猫
オーナー



16

31 

36 

41 

42 

39 

44 

35 

32 

37 

35 

39 

37 

0% 50% 100%

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

全体（n=412）

30 

44 

52 

46 

49 

54 

35 

24 

27 

34 

34 

27 

0% 50% 100%

43 

40 

39 

48 

39 

46 

31 

35 

40 

27 

41 

34 

0% 50% 100%

30 

33 

41 

47 

39 

39 

35 

35 

40 

37 

33 

46 

0% 50% 100%

17 

26 

32 

29 

29 

37 

40 

32 

43 

42 

48 

40 

0% 50% 100%

犬オーナー

猫オーナー

7歳未満（n=103） 7歳以上（n=103）

■定期的に受診 ■受診経験あり

7歳未満（n=103） 7歳以上（n=103）

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

•過去6年間の健康診断の定期的受診率推移をみると、全体では増加傾向にあり、昨年若干低下したものの、今年は増加に転じている。
• オーナー別でみると、犬7歳未満と猫7歳以上のオーナーでの定期的受診率が増え、過去6年間で最も高くなっている。

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ②時系列

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年



17

39 

41 

44 

47 

43 

49 

49 

33 

31 

34 

30 

38 

31 

31 

0% 50% 100%

2016年 （n=1,275）

2017年 （n=1,240）

2018年 （n=1,308）

2019年 （n=1,263）

2020年 （n=1,315）

2021年 （n=1,260）

2021年
（参考値）

（n=206）

犬全体

■健康診断の受診状況（Q4・SA）

•日本ペットフード協会の年齢構成データをもとにウェイトバックをかけた過去6年間の「犬全体」および「猫全体」の健康診断の受診率推移は下記の
通り。

•犬全体、猫全体ともに2020年は定期的受診率が下がっており、コロナによる受診控えがあったのではないかと推測されるが、それを除けば、定期的
受診率は、犬全体は総じて増加傾向、猫全体は2018年以降ほぼ横ばいとなっている。

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ②時系列/犬全体・猫全体

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■ 定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある

24 

30 

37 

38 

34 

38 

38 

37 

34 

41 

39 

40 

43 

43 

0% 50% 100%

2016年 （n=1,142）

2017年 （n=1,255）

2018年 （n=1,244）

2019年 （n=1,219）

2020年 （n=1,382）

2021年 （n=1,313）

2021年
（参考値）

（n=206）

猫全体

＊2016年～2021年は、日本ペットフード協会の年齢構成データをもとにウェイトバックをかけて出した数字
グラフ一番下の2021年（参考値）は、本調査の事前スクリーニング時の年齢出現よりウェイトバックしたデータ



去勢している （n=77）

去勢していない （n=43）

避妊している （n=56）

避妊していない （n=30）

去勢している（n=108）

去勢していない （n=9）

避妊している （n=78）

避妊していない （n=11）

２．ペットの健康診断について
（1）受診状況 ③去勢・避妊有無別
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■健康診断の受診状況（Q4・SA）

Q4 あなたはそのペットに、定期的に健康診断を受けさせていますか。

■定期的に受けさせている ■ 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある ■ 受けさせたことはない

犬
オーナー

猫
オーナー

56 

33 

63 

37 

44 

11 

37 

9 

26 

40 

21 

47 

39 

78 

40 

73 

18 

28 

16 

17 

18 

11 

23 

18 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

•健康診断の受診状況をペットの去勢・避妊の有無別でみると、犬・猫とも、ペットを去勢もしくは避妊させているオーナーのほうが、定期的に健康診
断を受診している比率が高い。

（＊猫オーナーの去勢していない/避妊していないはｎ数が少ないため参考値）



Q6 あなたはそのペットが何歳の時から、定期的に健康診
断を受けさせていますか？
■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

犬
オーナー

猫
オーナー

n=
（181）

（56）

（47）

（40）

（38）

２．ペットの健康診断について（2）受診開始年齢

19

■初めて健康診断を受けさせた年齢（Q5）
（健康診断「定期的＋受診経験あり」）

■初めて定期健診を受けさせた年齢（Q6）
（健康診断「定期的」受診）

•初めての健康診断受診年齢をみると、現在7歳未満では犬、猫とも0～1歳で受けさせているオーナーが多く、犬は約7割、猫は約8割。現在7歳以
上では初受診年齢が分散しており、2歳以上で初めて受診した割合が犬では約6割、猫では4割弱となっている。

•定期健診の開始年齢をみても、犬猫とも現在7歳未満は「0歳」「1歳」が多い。
•現在7歳以上をみると、10歳以上で初めて健診を受けさせるオーナーも犬猫ともに1割程度みられる。

Q5 あなたはそのペットが何歳の時に初めて健康診断を受けさ
せましたか。
■ ０歳 ■ １歳 ■ 2～3歳

■ 4～6歳 ■ 7～9歳 ■ 10歳以上

30 

32 

13 

45 

34 

38 

48 

34 

43 

24 

13 

13 

19 

8 

13 

11 

7 

19 

5 

13 

2

6

3

5

9

13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体
（n=332）

7歳未満
（n=84）

7歳以上
（n=82）

7歳未満
（n=87）

7歳以上
（n=79）

29 

30 

12 

46 

28 

35 

39 

28 

36 

35 

14 

18 

16 

13 

10 

12 

13 

22 

6 

9 

4

11

5

6

11

13

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０～1歳
（％）

64 

69 

40 

82 

63 

０～1歳
（％）

69 

80 

47 

88 

58 



犬
オーナー

猫
オーナー

14 

9 

15 

13 

21 

25 

23 

26 

38 

13 

61 

68 

60 

50 

66 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 体
（n=181）

7歳未満
（n=56）

7歳以上
（n=47）

7歳未満
（n=40）

7歳以上
（n=38）

２．ペットの健康診断について（3）健診頻度

20

■定期健診の頻度（Q7・SA） （健康診断「定期的」受診）

•定期的な健康診断の受診頻度をみると、「1年に1回程度」が6割強を占め、「1年に2回程度」が25％。
• オーナー別に年2回以上の割合をみると、猫7歳未満で50％と多い。
•時系列でみると、年2回以上の割合は、2017年以降昨年までは増加傾向であったが、今年は減少に転じている。オーナー別で大きく減少したのが、
昨年大きく増加した犬7歳未満と猫7歳以上である。

Q7 定期的に健康診断を受けさせている方にお伺いします。頻度をお答えください。

■ 1年に3回以上 ■ 1年に2回程度 ■ 1年に1回程度

2～3年に1回程度 以下なし

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

127 35 147 30 168 37 174 41 160 44 181 39 

35 34 45 40 53 34 47 38 50 50 58 32 

44 36 41 34 40 40 49 45 40 38 47 40 

31 36 34 21 42 43 48 44 40 43 40 50 

17 29 27 19 33 30 30 37 30 47 38 34 

＜1年に2回以上受診した割合＞



• ペットに定期的に健康診断を受けさせるきっかけとしては、「動物病院ですすめられて」が41％で最も多く、次いで、「ペットを病気で亡くした経験が
あったので」24％が続く。

• オーナー別でみると、いずれのオーナーでもトップは「動物病院のすすめ」である。2番目は、犬7歳未満と猫7歳以上では「ペットを病気で亡くした経
験」であるが、犬7歳以上では「ペットが歳をとったので」、猫7歳未満では「健康診断をすすめる記事や情報を見たり読んだりして」となっている。

37 

32 

16 

18 

13 

16 

13 

8 

18 

0% 20% 40% 60%

Q8 あなたがペットに定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけをお答えください。

２．ペットの健康診断について
（4）定期健診受診のきっかけ

21

41 

24 

17 

12 

12 

11 

10 

6 

13 

0% 20% 40% 60%

動物病院ですすめられて

ペットを病気で亡くした経験が
あったので

健康診断をすすめる記事や情
報を見たり読んだりして

ペットが歳をとったので

ペットショップですすめられて

ペットに病気の兆候がみられる
ようになったので

友人・知人にすすめられて

ペットの病気の発見が遅れたこ
とがあったので

その他

■定期的に健康診断を受けさせるようになったきっかけ（Q8・MA）

全体（n=181） ７歳未満（n=56） ７歳以上（n=47）

犬オーナー

７歳未満（n=40） ７歳以上（n=38）

猫オーナー

その他
＜犬７歳未満＞

46 

23 

14 

4 

16 

0 

14 

5 

9 

0% 20% 40% 60%

45 

26 

13 

28 

4 

19 

4 

4 

11 

0% 20% 40% 60%

33 

18 

25 

0 

13 

13 

8 

8 

18 

0% 20% 40% 60%

• そうするものだと思っていた
• 人間と同じことです
• 家のすぐそばに病院があるので
• ノミダニなどの薬をもらうタイミングで
• 自発的に

• 必要だと思ったから
• 持病があるから
• 周りの情報を聞いて
• 人と同じ
• ブリーダーからの引退犬

＜犬７歳以上＞

• 注射のついでに
• 保護したのが5歳の終わりの時だったので
• 健康を確認したいから
• 拾った猫だったので/自分の考えで
• 理由はない（2）

• ワクチン接種のついで（4）

• 人間と同じ（2）
• 野良猫を飼い始めから

＜猫７歳未満＞ （ ）内人数 ＜猫７歳以上＞（ ）内人数



犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=84 n=82 n=87 n=79 

92 87 83 81

86 85 82 85

74 79 78 78

65 62 53 61

68 62 48 63

25 17 25 38

26 18 24 22

25 21 15 27

11 11 7 16

0 1 3 5

２．ペットの健康診断について
（5）健診内容 ①オーナー属性別

22

•受診率が高い健診内容は、 「問診」 「触診」 「視診」 で8割前後。次いで「聴診」と「血液検査」が6割で続く。
• オーナー別にみても、「問診」「触診」「視診」は共通して受診率が高い。 オーナーにより受診率が異なるのは、「血液検査」と「尿検査」で、「血液検
査」は猫7歳未満で割合が低く、「尿検査」は猫7歳以上で多い。

■健診内容（Q9・MA） （健康診断「定期的＋受診経験あり」）

86 

84 

77 

60 

60 

26 

23 

22 

11 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

聴診

血液検査

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

（％）

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

予防注射（犬7歳未満）
甲状腺疾患（猫7歳以上）
体重測定（猫7歳以上）
ワクチン（猫7歳以上）

(n=332)



２．ペットの健康診断について
（5）健診内容 ②時系列

23

■健診内容（Q9・MA）

86 

84 

77 

60 

60 

26 

23 

22 

11 

2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

聴診

血液検査

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

88 

86 

78 

66 

66 

31 

25 

27 

14 

3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問診

触診

視診

聴診

血液検査

尿検査

便検査

レントゲン

超音波検査

その他

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

*印は2016年なし

Q9 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。健診はどのような内容ですか。

•健診内容を時系列でみると、年により受診率の多少の増減はあるものの、 「問診」 「触診」「視診」が多く8割前後、次いで多いのが「聴診」「血液
検査」で5-6割となっている。「尿検査」「便検査」「レントゲン」は相対的に受診率が低いが、低いながら今年は昨年より増えている。

• 「定期的に検診」のオーナーのみでみると、いずれの内容も受診率は若干高い。

*

*
(n= 181）

(n= 160）

(n= 174）

(n= 168）

(n=147）

(n= 127）

(n= 332)

(n= 320)

(n= 318)

(n= 322)

(n= 277)

(n= 272)

■健康診断「定期的に受診」■（健康診断「定期的＋受診経験あり」）



•健康診断で病気や異常が見つかったことがある割合は32％と約3分の1。犬猫ともに、7歳以上で見つかったことありの割合が多く4割を超える。
•病気や異常が見つかったオーナーベースでみると、見つかった内容としては「泌尿器」が33％を占める。次いで、「循環器」と「肝・胆・膵」がいずれも
19％。

２．ペットの健康診断について
（6）健診で見つかった病気・異常

24

■健康診断で見つかった病気や異常（Q10・SA/Q11・MA）

全体（n=332）

32％（n=105）

７歳未満（n=84）

18％ （n=14）

７歳以上（n=82）

44％ （n=36）

犬オーナー

７歳未満（n=87）

21％ （n=18）

７歳以上（n=79）

47％ （n=37）

猫オーナー

33 

19 

19 

13 

12 

10 

10 

9 
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8 
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5 
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4 
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1 

7 

0% 20% 40% 60%

29 
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14 

7 

0 

7 

7 

7 

14 

7 

0 

21 

0 

7 

0 

0 

14 

0% 20% 40% 60%

11 

17 

25 

22 

8 

19 

19 

19 

14 

8 

8 

6 

3 

3 

3 

0 

0 

0% 20% 40% 60%

47 

21 

11 

0 

32 

0 

0 

5 

5 

5 
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0 

5 
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0 
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0 
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Q10 健康診断を受けて、病気や異常が見つかったことがありますか。
Q11 どんな病気や異常が見つかりましたか。（いくつでも）
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14 
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3 
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• バテラ
• 膝関節

健康診断で病気・異常が
見つかったことあり

泌尿器の病気や異常

循環器の病気や異常

肝・胆・膵の病気や異常

歯・口腔の病気や異常

眼の病気や異常

消化器の病気や異常

皮膚の病気や異常

筋・骨格の病気や異常

呼吸器の病気や異常

耳の病気や異常

腫瘍

生殖器の病気や異常

血液・免疫の病気や異常

内分泌の病気や異常

全身性の病気や異常

神経の病気や異常

その他

（＊オーナー別はｎ数が少ないため参考値）

• 結腸
• 心臓
• 腎不全
• 糖尿病



犬
オーナー

猫
オーナー

全 体
（n=332）

7歳未満
（n=84）

7歳以上
（n=82）

7歳未満
（n=87）

7歳以上
（n=79）

２．ペットの健康診断について（7）1回の健診費用

25

■1回当たりの健診費（Q12・SA）（健康診断「定期的＋受診経験あり」）

• 1回当たりのおおよその健診費は、「5,000円未満」が26％、「5,000～1万円未満」が45％。合わせると、「1万円未満」が70％。
• 「1万円未満」の割合をオーナー別でみると、猫7歳未満が77％と最も多い。一方、最も少ないのは、犬7歳未満63％である。
• 「1万円未満」の割合を時系列でみると、全体では昨年増加に転じたものの、今年は減少している。特に、犬7歳未満と猫7歳以上で減少。

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= % ｎ= %

272 75 277 79 322 74 318 69 320 77 332 70 

71 76 70 77 81 69 82 71 85 79 84 63 

76 67 77 75 81 74 77 64 82 71 82 70 

66 73 70 83 83 77 86 74 74 76 87 77 

59 86 60 82 77 77 73 68 79 81 79 72 

Q12 健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。1回の健診のおおよその
金額はどのくらいですか。当てはまるものを選んでください。

■ 5,000円未満 ■ 5,000～1万円未満■ 1～2万円未満

■ 2～3万円未満 ■ 3～5万円未満 ■ 5～7万円未満

■ 7～10万円未満 ■ 10万円以上

＜1万円未満の割合＞
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45 
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15 
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1

1

2
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•現在健診を受けさせていない人も含めた全員に、1回当たりの健康診断の妥当な金額をきいたところ、「5,000円未満」32％、「5,000～1万円
未満」44％で、合わせた「1万円未満」は75％。

• オーナー別でみると、猫7歳以上で「1万円未満」が最も多く、80％。犬より猫オーナーのほうが「1万円未満」の割合が多い。
•健康診断の受診状況別では、未受診オーナーで「5,000円未満」が41％を占めるのに比べ、定期的受診オーナーでは23％と約半分。「1万円未
満」を妥当とする割合も、未受診オーナーでは85％に達するが、定期的受診ではオーナー69％。

「1万円未満」の
割合（％）
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71 
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77 

80 

69 

78 

85 
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16 
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1

1
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1

1

1

1
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２．ペットの健康診断について（8）妥当な健診費用

26

■1回当たりの健診費
妥当と思う金額（Q13・SA）

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

■ 5,000円未満 ■ 5,000～1万円未満 ■ 1～2万円未満 ■ 2～3万円未満

■ 3～5万円未満 ■ 5～7万円未満 ■ 7～10万円未満 ■ 10万円以上

定期的に受けさせている（n=181）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=151）

受けさせたことはない（n=80）

健
診
受
診
状
況
別

Q13 あなたは、下記の8項目全てを含む健康診断の金額について、どれくらいが妥当だと思われますか。
（8項目：問診、視診、触診、聴診、血液検査、レントゲン、便検査、尿検査）



•健康診断を受けさせていないオーナーにその理由をきいたところ、「今はペットが健康に過ごしているので」が54％で最も多い。次いで、「健診は費用
が高いので」が31％みられる。受けさせていない一番の理由上位2項目も同じで、割合はそれぞれ43％、19％。

• オーナー別はｎ数が少ないため参考値ではあるが、犬猫とも7歳未満では「健康」「まだ歳をとっていない」が多く、7歳以上では、犬は「健診費用が
高い」、猫では「動物病院に行くのを嫌がる」が多くなっている。

２．ペットの健康診断について（9）非受診の理由
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■健診を受けさせていない理由（Q14・MA/Q15・SA）

全体（n=80） ７歳未満（n=19） ７歳以上（n=21）

犬オーナー

７歳未満（n=16） ７歳以上（n=24）

猫オーナー
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16 
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16 
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16 
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5 

14 

24 

24 

14 

10 

0 

0 

38 

33 

5 

10 

0 

5 

10 

0 

0 

0 

0% 20% 40% 60% 80%

50 

25 

44 

19 

13 

19 

13 
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0 

0 

44 

19 

13 

0 

13 
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0 
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Q14 健診を受けさせていない理由をおきかせください。（いくつでも）
Q15 健診を受けさせていない一番の理由をおきかせください。（ひとつだけ）
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＜その他＞
• 飼ったばかり（2）
• 生後半年過ぎたら受
ける

＜その他＞
• 病気のため通院中

今はペットが健康に過ごしているので

健診は費用が高いので

まだペットが歳をとっていないので

動物病院に行くのを、ペットが
嫌がるので

動物病院にペットを連れて
行くのが大変なので

動物病院で健康診断を
勧められていないので

健診についてよく知らないので

どの動物病院が健康診断を
やってくれるのかわからないので

犬/猫は、病気になりにくいので

その他

（＊オーナー別はｎ数が少ないため参考値）
■ 理由MA

■ 最理由SA



■ 2021年 ■ 2020年 ■ 2018年 ■ 2018年 ■ 2017年 ■ 2016年

２．ペットの健康診断について（10）考え方

28

• ペットの健康診断に関しては、 「お金がかかってもペットの健康のために定期的に健診を受けさせたい」 が46％で最も多い。この比率は昨年より増
加し、過去2年間最多であった「手ごろな価格なら健診を受けさせたい」を上回った。健診費用の考え方は分かれるものの、健診を受けさせたい意向
をもつ人は多い。一方で、「どのような健診内容が有効なのか知りたい」は25％で、調査開始以来最も少ない。

• オーナー別でみると、犬7歳未満で「お金がかかっても受けさせたい」が5割を超え多い。

■当てはまる考え方（Q16・MA） 各年n=412

46 

39 

25 

14 

11 

7 

6 

5 

2 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

*印は2016年なし

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

52 45 48 38

29 41 48 39

23 23 31 24

16 9 18 15

14 12 8 13

4 2 4 17

9 6 5 5

8 3 5 3

1 7 0 2

0 2 0 3

お金がかかってもペットの健康のために
定期的に健診を受けさせたい

手ごろな価格なら健診を受けさせたい

どのような健診内容が有効なのか知りたい

今はペットが健康だから必要ない*

人の健診のようにいろいろな健診を
受けさせたい

健診はペットがつらそうなので
受けさせたくない

健診はペットが老齢になってからでよい

健診にいく時間がない

ペットに健診は必要ない

その他

（犬）10年近く受けていたが毎回同じような結果で
あまり必要を感じない

（犬）病気がちでこまめに病院に通院しているので

（猫）健康診断なんて考えもしなかった

（猫）獣医のレベルが低すぎる

（猫）最近亡くなった
（いずれも7歳以上オーナー）

（％）

＞

Q16 あなたはペットの健康診断について、どのようにお考えですか。お気持ちに近いものをお選びください。

各n=103



犬
オーナー

猫
オーナー

全 体
（n=412）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ①全体、オーナー属性別

29

■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q17・SA）

•健康寿命を延ばすことは「非常に大切」58％、「やや大切」28％で、合わせると85％が大切だと考えている。
• オーナー別でみても、いずれの属性でも8割程度以上が「大切」と考えている。中でも猫7歳未満で「大切」と考える割合が9割を超え高い。
•時系列でみると、「大切」と考える割合は全体ではほぼ横ばいである。オーナー別でみると、猫7歳未満は、いったん減少したが、2018年以降増加
に転じ、今年は2016年水準に戻っている。

■非常に大切 ■ やや大切 ■ どちらともいえない ■ あまり大切ではない ■ 全く大切ではない
ｎ=

「大切」と考える割合（非常に+やや）

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

412 86 85 83 87 85 85 

103 89 91 89 90 90 86 

103 86 79 82 88 85 84 

103 90 89 75 88 86 92 

103 78 82 85 82 79 79 

Q17 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。
＜大切（非常に+やや）と思う割合＞
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61 
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３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（1）大切さ ②健康診断受診状況別

30

■ペットの健康寿命を延ばすことについての考え（Q17・SA）

• ペットの健康寿命を延ばすことを「非常に大切」と考える割合は、健診を定期的に受けさせているオーナーほど多く、定期的受診オーナーでは67％み
られるが、定期的に受診させていないオーナーでは54％、未受診オーナーでは44％と少なくなっている。

全 体（n=412）

定期的に受けさせている（n=181）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=151）

受けさせたことはない（n=80）

＜健診受診状況別＞

58 

67 

54 

44 

28 

24 

28 

38 

14 

9 

18 

16 

1

1

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■非常に大切 ■やや大切 ■どちらともいえない ■あまり大切ではない ■全く大切ではない

Q17 あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

非常に+やや
大切（％）

85 

91 

81 

81 
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心がけている（非常に+やや）
割合の多い順
2021 年ベース

心がけている割合（非常に+やや）

2016
年

2017
年

2018
年

2019
年

2020
年

2021
年

食事の質や量を管理する 85 87 87 90 89 88

かかりつけの動物病院を作る 86 84 88 87 88 84

普段の体調を把握し、
異常を早く見つける

82 85 87 86 83 83

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

74 73 76 77 73 80

予防接種を受ける 76 74 ― 78 76 79

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

72 71 76 78 78 77

ペットの体重を管理する 76 74 72 76 73 74

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

71 67 67 74 72 72

適度に散歩や運動をさせる 66 72 ― 71 68 71

健康診断を1年に1回以上受ける 50 50 46 53 53 54

ペット保険に入る 31 27 26 37 40 39

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する

－ － － － － 27

３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ①全体

31

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q18・各SA）

• ペットの健康寿命を延ばすために「 （非常に＋やや）心がけている」割合トップは、「食事の質や量を管理する」で88％。次いで「かかりつけの動物
病院を作る」84％、「普段の体調を把握し、異常を早く見つける」83％が続く。

• 「非常に心がけている」でみると、「かかりつけの動物病院を作る」（53％）と「予防接種を受ける」（51％）が特に多い。
• 「心がけている」割合を時系列でみても、順位の変動はあるものの上位3項目は変わらない。

■ 非常に心がけている ■ やや心がけている ■ どちらともいえない
■ あまり心がけていない ■ 全く心がけていない

Q18 ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。
下記のそれぞれについて、当てはまるものをおえらびください。



３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ②オーナー属性別

32

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q18・各SA）
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■ 非常に心がけている ■ やや心がけている
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27 

50 

51 

20 
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37 

13 
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13 

0% 50% 100%

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

• 「（非常に+やや）心がけている」ことをオーナー別にみると、犬オーナーと猫7歳未満では、全体での上位3項目に加えて、「予防接種を受ける」の
割合が多く、犬7歳未満ではトップ、犬7歳以上では2位にあがっている。一方、猫7歳以上では、「予防接種」割合は低く、「ペットが人間に換算す
ると何歳ぐらいにか知る」が2番目に多い。

• 「非常に心がけている」でみると、犬オーナーでは「適度に散歩や運動をさせる」の割合が相対的に多い。

2021年全体で心がけている
（非常に+やや）割合の多い順

食事の質や量を管理する

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、
異常を早く見つける

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

予防接種を受ける

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

ペットの体重を管理する

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上受ける

ペット保険に入る

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する



51 

66 

41 

36 

69 

40 

39 

46 

39 

65 

34 

11 

41 

27 

46 

45 

24 

45 

48 

38 

36 

29 

18 

27 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26 

40 

23 

24 

35 

19 

19 

20 

20 

3 

15 

6 

55 

38 

53 

46 

26 

45 

38 

35 

40 

5 

14 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40 

44 

31 

26 

38 

21 

24 

23 

27 

7 

20 

4 

46 

33 

52 

57 

34 

54 

45 

43 

44 

25 

11 

15 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

３．ペットの健康寿命を延ばすことについて
（2）心がけていること ③健康受診状況別

33

■ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（Q18・各SA）

•定期的に健診を受けさせているオーナーは、そうでないオーナーに比べて、健康寿命を延ばすために様々なことに気をつけている。
•特に、「非常に心がけている」をみると、定期的受診オーナでは、「かかりつけの動物病院を作る」「予防接種を受ける」「適度に散歩や運動をさせる」
割合が65％以上と多い。

■ 非常に心がけている ■ やや心がけている

定期的に受けさせている
（n=181）

定期的には受けさせていないが、
受けさせたことはある（n=151）

受けさせたことはない
（n=80）

＜健診受診状況別＞
2021年全体で心がけている
（非常に+やや）割合の多い順

食事の質や量を管理する

かかりつけの動物病院を作る

普段の体調を把握し、
異常を早く見つける

ペットが人間に換算すると
何歳ぐらいか知る

予防接種を受ける

ペットの健康や病気についての
知識を持つ

ペットの体重を管理する

少しでも気になることがあれば
獣医師に相談する

適度に散歩や運動をさせる

健康診断を1年に1回以上受ける

ペット保険に入る

ブリーダー、トリマー、ペット専門店
スタッフなどに相談する
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■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすること（Q19・MA）

４．ペットの病気・健康について
（１）分からなかったり、不安なこと ①全体、オーナー別

34

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

33 35 26 35

32 35 27 27

22 19 33 24

27 21 23 19

19 22 26 18

22 18 18 27

22 19 25 17

14 19 18 27

18 20 14 18

30 14 13 4

16 17 11 17

15 13 11 11

13 11 12 10

4 3 7 11

10 2 6 4

1 1 1 1

19 17 16 21

• ペットの健康や病気で分からないことや不安があるオーナーは82％。不明・不安上位2項目は、「長く治療が必要になった場合の経済的負担」
32％、「万一のことがあった場合のペットロス」30％。

• オーナー別でみると、犬オーナーでの上位2項目は全体と共通だが、猫7歳未満では「病気の兆候の見つけ方が分からない」が33％でトップ。

各n=103 ■1位 ■2位 ■3位

Q19 あなたはペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすることはありますか。
n=412

（％）

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の
経済的な負担

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか

病気の兆候の見つけ方が分からない

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の
自分の気持ちや体力

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか

かかりつけ動物病院の休診の日や夜間の救急対応

ペットをうまくしつけられない

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか

健康管理の方法が分からない

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない

ペットの心配事を話し合える人がいない

その他

分からない。不安なことは特にない

• 猫を捕まえられないため連れて行けない

• 何をどう予防して良いか分からない

• 動物病院は古くから知り合いなので常に親身に
相談している

• 涙やけを解決したい



４．ペットの病気・健康について
（１）分からなかったり、不安なこと ②時系列
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2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担 31 35 32 32 32

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか 24 29 31 27 30

病気の兆候の見つけ方が分からない 31 22 21 18 25

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない 22 23 19 23 23

食事の内容や量が適切なのか分からない 15 18 12 15 22

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ちや体力 18 25 20 22 22

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない 18 18 19 15 21

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか 16 18 16 19 20

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急対応 11 18 14 15 18

ペットをうまくしつけられない 15 18 15 17 15

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか 16 17 15 14 15

健康管理の方法が分からない 13 11 9 8 12

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない 13 14 13 12 11

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない 4 5 2 3 6

ペットの心配事を話し合える人がいない 3 6 5 4 5

その他 1 1 1 1 1

分からない。不安なことは特にない 21 19 22 25 18

■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすること（Q19・MA）

• 時系列みると、2021年は、ペットの健康や病気で分からないことや不安なことがある割合が今までで最も多い。
• 不明・不安内容としては、2018年以来、1位「長く治療が必要になった場合の経済的な負担」、2位「万一のことがあった場合のペットロス」は変わら
ない。 3番目にあがった「病気の兆候の見つけ方が分からない」は、年々減少していたが、今年は増加に転じた。

Q19 あなたはペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、不安に思ったりすることはありますか。当てはまるものをおえらびください。 (％)

各年n=412 ■1位 ■2位 ■3位



５．動物病院について
（1）かかりつけ動物病院の有無
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■かかりつけ動物病院の有無（Q20）

• かかりつけ動物病院が「ある」は93％。
• オーナー別にみると、猫7歳以上で「ある」比率がやや低い。

■ ある ■ ない

93 

93 

96 

94 

89 

7 

7 

4 

6 

11 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

Q20 あなたには、かかりつけの動物病院がありますか。



•動物病院を選ぶ時の重視点としては、「自宅から近いこと」 」 「診察時の説明が分かりやすいこと」 「獣医師やスタッフの人柄の良さ」 「気になること
があったら気軽に相談に乗ってもらえること」が55％以上と多い。最も重視する点としても、この4項目が2割弱と上位を占める。

•時系列でみても、順位の変動はあるものの、同4項目がこの5年間の上位4項目となっている。

重視点MA 最重視点SA

2017 2018 2019 2020 2021 2017 2018 2019 2020 2021

自宅から近いこと 56 57 61 61 60 11 15 19 20 17

診察時の説明が分かりやすいこと 59 58 59 58 58 19 19 20 18 18

獣医師やスタッフの人柄の良さ 60 58 58 60 57 18 19 16 19 16

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 48 48 48 52 55 14 14 13 12 17

料金設定が明確であること 45 39 36 41 44 5 6 5 4 4

料金が高くないこと 44 40 34 37 38 9 7 7 6 6

土日も開業していること 43 40 37 41 38 6 5 5 7 3

健康についてのアドバイスが受けられること 38 40 35 35 36 5 4 5 4 3

病気の時に専門的な検査や高度な治療をしてもらえる － － － － 29 － － － － 10

設備環境が整っていること 21 21 23 18 21 3 1 2 2 1

夜間救急対応があること 24 19 16 20 20 2 2 2 2 2

知人の評判や口コミ 19 17 15 16 17 2 2 2 2 1

獣医療だけでなく、他のサービスも付随していること 8 6 8 8 11 0 1 0 0 0

ネット上の評判のよさ 9 8 9 8 9 0 0 0 0 0

往診してくれること 6 5 4 6 7 0 0 0 0 1

グッズやペットフードなどの販売もしていること 3 5 3 3 4 0 0 0 0 0

その他 1 1 1 1 0 1 1 0 1 0
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５．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ①全体、時系列
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■動物病院選定時の重視点（Q21・MA/Q22/SA） （各年n=412）

■ 重視点MA

■ 最重視点SA

Q21 あなたは、動物病院を選ぶ際、どのような点を重視しますか。
Q22 上記の中で最も重視するのはどういった点ですか。１つだけお答えください。

Q21の割合の多い順



•動物病院を選ぶ時の重視項目も最重視項目も、上位4項目は、オーナー別にみても変わらず、 「自宅から近いこと」 「診察時の説明が分かりやす
いこと」 「獣医師やスタッフの人柄の良さ」 「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること」があがっている。
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■ 重視点MA ■ 最重視点SA
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５．動物病院について
（2）動物病院選定時の重視点 ②オーナー属性別
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■動物病院選定時の重視点（Q21・MA/Q22/SA）
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21 
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0 
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７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

犬オーナー

７歳未満（n=103） ７歳以上（n=103）

猫オーナー

• 費用 • 動物保護のために力を
注いでいる

（％）

自宅から近いこと

診察時の説明が分かりやすいこと

獣医師やスタッフの人柄の良さ

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること

料金設定が明確であること

料金が高くないこと

土日も開業していること

健康についてのアドバイスが受けられること

病気の時に専門的な検査や高度な治療をしてもらえる

設備環境が整っていること

夜間救急対応があること

知人の評判や口コミ

獣医療だけでなく、他のサービスも付随していること

ネット上の評判のよさ

往診してくれること

グッズやペットフードなどの販売もしていること

その他

Q21 あなたは、動物病院を選ぶ際、どのような点を重視しますか。
Q22 上記の中で最も重視するのはどういった点ですか。１つだけお答えください。

Q21の全体の割合の多い順



•動物病院受診時に相談したい内容として多いのは、 「病気や感染症の予防」と 「栄養・食事」が同率で43％。次いで「歯の健康」34％が続く。
• オーナー別にみると、上位2項目は同じだが、順位が異なり、犬オーナーでは「栄養・食事」、猫オーナーでは「病気や感染症の予防」がトップ。犬猫と
もに年齢差が大きいのは、「健康に老いる」と「しつけの方法」で、前者は7歳以上、後者は7歳未満で多くなっている。

病気や感染症の予防

栄養・食事

歯の健康

ストレスと対処法

健康に老いる

しつけの方法

運動不足にならない工夫

上手なダイエットの仕方

介護の方法やサービス

睡眠

その他

特に相談したいことがない

43 

43 

34 

29 

24 

20 

17 

13 

10 
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13 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

５．動物病院について
（3）動物病院受診時に相談したいこと ①全体、オーナー別
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■動物病院受診時に相談したいこと（Q23・MA）

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

46 37 44 48

50 46 39 39

40 36 36 26

32 29 34 20

17 30 17 31

28 16 28 7

19 13 17 17

12 7 18 15

6 15 3 17

3 3 6 6

0 1 0 1

11 9 12 19

（ｎ=412）
Q23 動物病院を受診した際に、ついでにペットのことを気軽に相談できるなら、どのようなことを聞きたいと思いますか。

（％）

その時不安に思ってる事(犬）

現状で気をつけておくことがあるかどうか（猫）

多頭飼いなので、平穏な暮らしかた（猫）

各n=103 ■1位 ■2位 ■3位

＜ ＜

＞ ＞
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５．動物病院について
（3）動物病院受診時に相談したいこと ②時系列

■動物病院受診時に相談したいこと（Q23・MA）

•動物病院受診時に相談したい内容を時系列でみると、上位3項目はこの5年間変化がなく、「病気や感染症の予防」と 「栄養・食事」「歯の健康」
であるが、今年は過去4年間に比べて、その割合が増加している。

Q23 動物病院を受診した際に、ついでにペットのことを気軽に相談できるなら、どのようなことを聞きたいと思いますか。

（％）

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

病気や感染症の予防 37 35 33 35 43

栄養・食事 40 36 38 34 43

歯の健康 30 31 31 29 34

ストレスと対処法 27 26 24 20 29

健康に老いる 32 22 18 25 24

しつけの方法 20 23 20 17 20

運動不足にならない工夫 15 13 14 17 17

上手なダイエットの仕方 13 14 11 10 13

介護の方法やサービス － 10 12 10 10

睡眠 3 3 3 3 4

その他 2 0 1 1 0

特に相談したいことがない 12 16 17 17 13

各年n=412 ■1位 ■2位 ■3位



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

2021年 全 体（n=412）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

7歳未満（n=103）

7歳以上（n=103）

６．「ペットの健康診断の日」について（1）認知状況
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■10月13日が「ペットの健康診断の日」であることの認知（Q32・SA）

• 10月13日が「ペットの健康診断の日」であることを知っている人は11％と約1割。この5年間、認知率が徐々に上がっている。
• オーナー別でみると、犬猫とも7歳未満のほうが認知率がやや高い。

■ 知っている ■ 知らない

犬
オーナー

猫
オーナー

Q32 「ペットの健康診断の日」についてお伺いします。
あなたは10月13日（じゅういさん）が、「ペットの健康診断の日」であることを知っていますか。
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６．「ペットの健康診断の日」について（2）情報源
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■「ペットの健康診断の日」の情報源（Q33・MA）

• 「ペットの健康診断の日」認知者の情報源としては、「TV番組で」が最も多く43％。次いで、「SNS」39％、「WEBのニュースや記事」と「動物病院
で」が同率35％で続く。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=12 ｎ=9 ｎ=13 ｎ=12 

42 56 23 58

42 22 38 50

33 44 23 42

17 33 23 67

17 44 8 50

33 22 23 17

8 0 15 17

0 0 0 0

8 0 0 0

43 

39 

35 

35 

28 

24 

11 

0 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

TV番組で

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagramなど）で

WEBのニュースや記事で

動物病院で

友人・知人から

ラジオ番組で

新聞記事で

その他

覚えていない

（認知者のみ ｎ=46）Q33 「ペットの健康診断の日」について何でご覧に（お聞きに）なりましたか。

（％）（＊ｎ数が少ないため参考値）



７．「猫の健康診断の日」について（1）認知状況
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全 体
（n=412）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

7歳未満
（n=103）

7歳以上
（n=103）

25 

18 

12 

31 

41 

75 

82 

88 

69 

59 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犬
オーナー

猫
オーナー

■2月22日が「猫の健康診断の日」であることの認知（Q34・SA）

• 2月22日が「猫の健康診断の日」であることを知っている人は25％と4分の1。
• オーナー別でみると、猫オーナーのほうが認知率が高く、7歳未満で31％、 7歳以上で41％。

■ 知っている ■ 知らない

Q34 あなたは2月22日（にゃんにゃんにゃん）が、「猫の健康診断の日」であることを知っていますか



７．「猫の健康診断の日」について（2）情報源
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■「猫の健康診断の日」の情報源（Q35・MA）

• 「猫の健康診断の日」認知者の情報源としては、「TV番組で」31％と「WEBのニュースや記事」29％が3割前後で多い。次いで、「動物病院で」が
23％で続く。

犬オーナー
7歳未満

犬オーナー
7歳以上

猫オーナー
7歳未満

猫オーナー
7歳以上

ｎ=19 ｎ=12 ｎ=32 ｎ=42 

37 33 31 29

32 17 19 38

5 33 22 29

21 17 19 21

26 17 13 21

16 25 0 10

16 8 3 12

0 0 0 0

11 17 19 12

31 

29 

23 

20 

19 

10 

10 

0 

14 

0% 10% 20% 30% 40%

TV番組で

WEBのニュースや記事で

動物病院で

ＳＮＳ（Twitter、Facebook、
Instagramなど）で

友人・知人から

ラジオ番組で

新聞記事で

その他

覚えていない

（認知者のみ ｎ=105）Q35 「猫の健康診断の日」について何でご覧に（お聞きに）なりましたか。

（％）（＊犬オーナーはｎ数が少ないため参考値）



2017年 全 体（n=412）

2018年 全 体（n=412）

2019年 全 体（n=412）

2020年 全 体（n=412）

2021年 全 体（n=412）
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８．「Team HOPE」について（1）ロゴマーク認知
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■ロゴマークの認知（Q36・SA）

• Team Hopeのロゴマークを「見たことがある」は20％。過去4年間に比べて認知率が増加している。
• オーナー別でみると、犬7歳未満での認知率が26％と高い。

■ 見たことがある ■ 見たことはない
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Q36 あなたはこのロゴマークを見たことがありますか？
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８．「Team HOPE」について（2）団体認知
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■ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」の認知（Q37・SA）

• 「Team HOPE」について、「活動内容まで知っている」は5％、「名前を見た（聞いた）ことがある」は15％。合わせると認知率は20％。
•過去5年間に比べて認知率が増加している。
• オーナー別でみると、犬7歳未満の認知率が相対的に高い。

■ 活動内容まで知っている ■名前を見た（聞いた）ことがある ■ 知らない

Q37 あなたは、ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」を知っていますか。



全体
（n=412/367）

９．ペットに関する情報源
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• ペットに関する情報源としては、「動物病院」62％が最も多く、次いで「ペットを飼っている友人・知人から」が41％。最も情報を多く入手する情報源
としても、この2つが上位。

• オーナー別にみても情報源上位は変わらないが、犬7歳以上オーナーでは「動物病院」の割合が高い。

■ペットについての情報源 全般/最も多く情報入手（Q38・MA/Q39/SA）

７歳未満（n=103/93） ７歳以上（n=103/90）

犬オーナー

７歳未満（n=103/96） ７歳以上（n=103/88）

猫オーナー

動物病院から

ペットを飼っている友人・知人から

TV番組から

YouTubeから

ペットショップから

Instagramから

Twitterから

新聞記事から

WEBサイトから

トリミングサロンから

ペット雑誌から

Facebookから

ラジオ番組から

その他
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■ 情報源全般MA ■ 最も多く情報入手SA
(n数は、「特にない」以外の人）
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Q38 あなたはペットについての情報を得る際に、どこからその情報を入手しますか。
Q39 前問でお答えのものの中で、最も情報を多く入手するのはどこからですか。1つだけお答えください。
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（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
・Yahoo！（4）
・ねこのきもち（3）
＜雑誌＞
・ねこのきもち（7）
・いぬのきもち（2）
・ねことも
＜その他＞
・子ども
・保護活動者

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
・Yahoo！（5）
・ねこのきもち（3）
・ネコちゃん本舗
・ペット手帳
・いろいろ/dogoo
＜雑誌＞
・ねこのきもち（2）
・いぬのきもち（1）

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
・Yahoo！（3）
・いぬのきもち（3）
・Google
＜雑誌＞
・いぬのきもち（3）
＜その他＞
・父
・Yahoo！

（ ）内は人数
＜WEBサイト＞
・いぬのきもち（2）
・わんちゃんホンポ（2）
・いろいろ（2）
・いぬの幼稚園
・Yahoo！
＜雑誌＞
・いぬのきもち（3）
・ベビィ
＜その他＞
・自身の経験


